
【議案第106号】

令和3年度　一般会計決算附属資料

建設部　主要な施策の成果



【所管：管理課】 【所管：管理課（国府事業推進室）】

○土木一般管理事務費 ○山陰近畿自動車道早期実現促進大会（京都府丹後文化会館）

事務消耗品費、住民票等取得手数料等 開催日：令和3年12月12日　参加人数：約420人

○公用車維持管理費（7台） ○府道浜丹後線（宮バイパス）・府道間人大宮線（大門橋）開通式

○道路照明等電気代 開催日：令和4年3月12日　参加人数：約100人

○未登記分筆登記委託料（4か所） ○国府事業推進事務経費（職員旅費、有料道路使用料等）

○道路台帳補正業務委託料 【所管：土木課】

○航空写真サーバー移設業務 ○土木管理事務経費

○道路台帳システム保守点検委託料 職員旅費、消耗品費

○道路情報通報システム保守委託料 ○公用車維持管理費

○道路関係各種協会、協議会等負担金（7機関） 修繕料

○市道転落事故に係る賠償金 ○近畿市町村災害復旧相互支援機構負担金

平成28年3月に発生した、市道間人漁港線からの転落事故に 災害発生時に災害復旧に関わる人材支援等を行う法人に対する会費

関する和解解決金

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

目
　
的

　国及び京都府が実施する道路事業の推進並びに市道及び法定外公
共物の維持管理を行う。

手数料 境界確定調査事務手数料 29千円

616千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

38千円

1,060千円

諸収入 総合賠償補償保険金 12,000千円

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

50 土木総務一般経費

執行率
部 建設部

項 01 土木管理費

22,798千円 23,204千円 406千円

98.2 %

目 01 土木総務費 (参考)当初予算額
管理課

事
業

13,408千円

主
な
財
源

手数料 屋外広告物許可手数料 370千円

課

270千円

588千円

49千円

82千円

500千円

1,140千円

3,292千円

1,152千円

○市道管理に必要な道路台帳システムの更新、未登記の道路敷地の整理を
行い、土木事業を推進することができた。
○促進大会の実施、国府への要望活動により、山陰近畿自動車道先線区間
のルート調査及び計画的な道路整備の予算確保を行うことができた。

620千円

485千円

528千円

12,000千円

成
果
・
課
題

378千円



○未登記敷地調査測量業務委託料

市道葛野６号線（久美浜町葛野地内）

・調査業務

事前調査、多角測量、復元測量、画地調整、民有地境界立会

・測量業務

面積測量（土地）

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

土木総務一般経費（繰越）

主
な
財
源

建設部
項 01 土木管理費

602千円 611千円 9千円

98.5 %

目 01 土木総務費 (参考)繰越予算額

事
業

50

執行率
部

管理課
611千円

課

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

目
　
的

　市道の未登記敷地整理に必要な土地の調査・測量の業務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　未登記道路敷地について、調査・測量を実施したことで、未登記道路敷
地の解消を図ることができた。

602千円



網野町木津地区において、測量基準点設置、地権者調査を行った。 ○需用費（消耗品費、燃料費、修繕費）

○役務費（通信運搬費、自動車保険料、登録手数料等）

○会計年度任用職員任用経費（2人、事務補助） ○使用料及び賃借料（有料道路通行料）

○負担金（全国国土調査協会、京都府国土調査推進連絡協議会）

○旅費（各協議会会議への出席等） ○公課費（自動車重量税）

○地籍調査支援システム保守業務委託料、システム使用料

○地籍調査業務委託料

網野町木津地区（6.55k㎡） ■令和4年度への繰越事業

・地籍図根三角測量、地権者相続調査、資料調査 地籍調査事業（3地区） 令和5年3月完了予定

・公図訂正前後図面作成業務委託料

○地籍調査推進員報償費（16人）

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

目
　
的

　山陰近畿自動車道の早期整備促進と円滑な土地利用を図るため、
境界確認及び測量業務等を実施する。

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

土木管理費

52,298千円 101,564千円目 02 地籍調査費

建設部

49,266千円

51.4 %

(参考)当初予算額
課

執行率
部

管理課

予
算
科
目 事

業
01 地籍調査事業

102,033千円

主
な
財
源

諸収入 市有自動車損害共済金

36,669千円

45千円

府補 地籍調査事業補助金（3/4）

項 01

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

4,557千円

362千円

成
果
・
課
題

5千円

○調査地区（地元希望ルート帯）の事前調査（地籍図根三角測量、地権者
相続調査、資料調査）の進捗が図れた。
○今後も地籍調査推進員、土地所有者等との協力体制を維持し、調査の効
率化を図り、事業を進めていく。

48,643千円

繰越明許費を除いた最終予算額 52,921千円

45,524千円

実質的な予算執行率 98.8%
参考

924千円

42,461千円

3,063千円

571千円

164千円

5千円

173千円

13千円



網野町下岡地区、新庄地区において、土地境界確認及び測量を行った。

○地籍調査事業委託料

網野町下岡①地区（0.78k㎡）

・一筆地調査（境界立会い）、一筆地測量

網野町新庄①地区（1.56k㎡）

・一筆地調査（境界立会い）、一筆地測量

○地籍調査推進委員報償費（16人）

○需用費（消耗品費、燃料費）

○役務費（傷害保険料）

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

地籍調査事業（繰越）

主
な
財
源

府補 地籍調査事業補助金（3/4）

執行率
部 建設部

項 01 土木管理費

67,917千円 68,058千円 141千円

99.7 %

目 02 地籍調査費 (参考)繰越予算額

事
業

01

管理課

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

目
　
的

　山陰近畿自動車道の早期整備促進と円滑な土地利用を図るため、
境界確認及び測量業務等を実施する。

50,886千円

68,058千円
課

27,900千円

378千円

105千円

89千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　調査地区内の調査業務を推進し、事業の進捗が図れた。

67,345千円

39,445千円



【所管：管理課】 ○道路パトロール経費

○市道、道路側溝等、交通安全施設修繕料 ・会計年度任用職員任用経費（4人）

（各市民局分…地域協働型小規模公共事業） （単位：件、千円） ・原材料、チェーンソー等修繕、携帯電話料金等

・備品購入費（公用車、高枝用カッター等）

・公用車維持管理費（車検代、燃料代等）2台

【所管：土木課】

○市道維持修繕工事（10路線）

○市道小坂オベソ線に係る用地補償料（578㎡）

■令和4年度への繰越事業

・通学路区画線設置事業 令和4年10月完了予定

○市道環境整備等委託料 ・市道境界確定業務 令和4年10月完了予定

幹線道路草刈業務委託（35路線、延長89,480ｍ）

地区内道路草刈、倒木撤去・支障木伐採業務委託

○交通安全施設整備工事

カーブミラー（3か所）、グリーンライン（8路線）、区画線（5路線）

注意喚起看板他（1か所）、転落防護柵（3か所）

予
算
科
目

諸収入 総合賠償補償保険金 1,084千円

市債 道路改良事業債（合併特例債）
　市が管理する道路施設や交通安全施設の維持修繕及び道路沿いの
草刈りを行い、道路利用者の安全を図る。また、道路パトロール作
業員による日常点検を実施し、道路損傷等の早期発見、早期修繕に
努める。

管理課
事
業

01 道路橋梁維持補修事業
189,657千円

ふるさと応援基金繰入金 65,000千円

25,032千円

3,384千円

13,845千円

717

21,648千円

成
果
・
課
題

○老朽化及び経年損耗等により、通行に支障が生じないよう道路施設の補
修を実施し、安全・安心な通行確保が図ることができた。
○道路構造物の老朽化及び経年損耗等の対策に対応していくため、引き続
き、日常的な点検と早期修繕を進めていく。

813千円

776千円

1,142千円

104,002

233

130

104,002千円

5,902

14,984

41 66 12 53

原材料
件数 44 20 23 3 8 32 103

金額 4,373 1,911 1,580 51 505 3,043 3,521

重機
借上

件数 57 23 15 0 6 23 6

金額 2,387 1,280 862 0 526 747 100

102 354

金額 7,071 14,906 8,140 8,938 5,355 20,977 17,729 83,116

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

区分 峰山 大宮 網野 丹後

市債 道路改良事業債（緊急自然災害防止対策事業債） 20,700千円

弥栄 久美浜 管理課 計

修繕
件数

主
な
財
源

繰入金

37 43

27,300千円

建設部
項

款 本年度決算額 最終予算額

96.9 %

目 01 道路橋梁維持改良費 (参考)当初予算額

02 道路橋梁費

206,626千円 213,165千円 6,539千円
課

不用額 執行率

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

目
　
的

部
08 土木費

合計
件数 142 109 75 46 26 108 211

4,500千円

550千円

金額 13,831 18,097 10,582 8,989 6,386 24,767 21,350

5,050千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額

実質的な予算執行率

208,115千円

99.3%

14,213千円

11,482千円

49,420千円

114千円



○市道維持修繕工事

（丹後町間人）間人西線 L=81ｍ 歩道・擁壁修繕

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

12,547千円

12,547千円

成
果
・
課
題

　老朽化により通行に支障が生じている道路施設の補修を実施し、安全・
安心な通行確保を図ることができた。

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進
主
な
財
源

市債 道路改良事業債（緊急自然災害防止対策事業債） 12,500千円

目
　
的

　市が管理する道路施設の維持修繕を行い、道路利用者の安全を図
る。

事
業

01 道路橋梁維持補修事業（繰越）
13,900千円

目 01 道路橋梁維持改良費 (参考)繰越予算額
課 土木課

項 02 道路橋梁費

12,547千円 13,900千円 1,353千円

90.2 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○道路新設改良 ○事務費

【継続】 旅費、消耗品費、燃料費、データ利用料、システム更新委託料

（大宮町口大野）家下三号線 L=43m 道路拡幅 ソフトウェア使用料、機器保守点検委託料、各種研修参加負担金

（大宮町周枳）田井垣線 L=162m 歩道設置 備品購入費（設計システム用デスクトップパソコン）

（丹後町牧ノ谷）宇川斉宮線 L=241m 道路拡幅

（久美浜町島）島下地線　ほか1路線 道路拡幅等

【新規】

（峰山町）野崎2号線 ほか1路線 道路拡幅 ■令和4年度への繰越事業

（網野町）尾坂線 ほか2路線 道路拡幅等 ・田井垣線(歩道設置) 令和4年4月完成

（久美浜町）仲町土居後線 L=118m 側溝改良 ・長田妹線(歩道設置) 令和5年3月完成予定

・尾坂線 ほか3路線(道路拡幅等) 令和5年3月完成予定

○橋梁点検、修繕工事 ・中瀬橋 ほか11橋(橋梁修繕) 令和5年3月完成予定

橋梁点検業務（190橋） ・橋梁改築負担金(樋田橋 ほか3橋) 令和5年3月完成予定

橋梁補修業務（7橋）

○道路改良負担金（滝川小嶋線）

○橋梁改築負担金（三町田橋、樋田橋、大橋1号橋及び2号橋）

1,479千円

43,117千円

45,444千円 135,582千円

58,940千円

成
果
・
課
題

○道路施設の新設改良工事及び修繕工事を交付金及び補助金を活用し実施
することにより、安全・安心な通行の確保を図ることができた。
○今後も交付金及び補助金を活用した事業を実施し、生活の利便性の向上
と、安全・安心で快適な道づくりを推進していく。

56,500千円

104,384千円 101,840千円

25,633千円 18,820千円

5,454千円 32,544千円

16,293千円 実質的な予算執行率 99.9%

8,693千円 345,286千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

127,159千円 3,893千円

23,856千円

21,180千円

26,050千円
参考

繰越明許費を除いた最終予算額 280,103千円

53,500千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進 国補 道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ事業補助金（6.05/10） 63,088千円
主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（6.05/10） 15,824千円

市債 道路改良事業債（過疎対策債）

目
　
的

　社会資本整備総合交付金及び道路メンテナンス事業補助金等を活
用し、道路新設改良工事及び橋梁点検、橋梁修繕工事を行い、道路
の安全性と利便性を高める。

府補 きょうと地域連携交付金（橋梁長寿命化対策事業） 4,989千円

市債 道路改良事業債（合併特例債） 107,900千円

事
業

02 道路橋梁新設改良事業
543,748千円

目 01 道路橋梁維持改良費 (参考)当初予算額
課 土木課

項 02 道路橋梁費

280,032千円 625,389千円 345,357千円

44.7 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○道路新設改良

【継続】

（大宮町善王寺）余ル部線 L=429ｍ 道路改良

（網野町網野）長田妹線 L=222m 歩道設置

（丹後町牧ノ谷）宇川斉宮線 L=433m 道路拡幅

（丹後町袖志）袖志中央線 L=56m 道路新設

○橋梁修繕

橋梁調査補修設計業務（2橋）

橋梁補修工事（3橋）

○橋梁改築負担金

（峰山町丹波）北三田町茨山線（三町田橋）

○事務費等

住民票等取得手数料

1千円

52,128千円

20,425千円

成
果
・
課
題

　道路施設の新設改良工事及び修繕工事を、交付金及び補助金を活用し実
施することにより、安全・安心な通行の確保を図ることができた。

9,020千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

91,934千円

46,232千円

24,329千円

16,999千円

4,374千円

61,148千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進 国補 道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ事業補助金（6.05/10） 33,470千円
主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（6.05/10） 39,909千円

目
　
的

　社会資本整備総合交付金及び道路メンテナンス事業補助金等を活
用し、道路新設改良工事及び橋梁修繕工事を行い、道路の安全性と
利便性を高める。

市債 道路改良事業債（合併特例債） 63,200千円

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 33,200千円

事
業

02 道路橋梁新設改良事業（繰越）
189,397千円

目 01 道路橋梁維持改良費 (参考)繰越予算額
課 土木課

項 02 道路橋梁費

173,508千円 189,397千円 15,889千円

91.6 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○除雪費用

・除雪用機械維持管理費

○令和3年度京丹後市除雪計画《概要》 除雪機械消耗品、修繕料、回送、撤収手数料等

・除雪期間　令和3年12月1日～令和4年3月15日 ・除雪作業委託料（除雪業者、地区）

・作業実施基準に基づき、除雪、排雪作業を実施 ・除雪用機械借上料（46台）

・除雪路線数及び延長　延べ 2,787路線、総延長 793.5km ・除雪機械運転技能講習受講補助金（受講者23人：1/2補助）

・配備除雪機械　302台（市165台、レンタル46台、業者91台） ・その他（除雪車庫維持管理費、通信運搬費、印刷製本費）

・除雪作業委託契約相手方数　151団体（67業者、84地区）

[除雪作業出動日数内訳]

目
　
的

　速やかな除雪作業を行うことで、積雪時における円滑な道路交通
を確保し、市民生活の安全・安心を確保する。

7日     15日     

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　除雪計画に基づき、市道及び府委託路線を委託業者及び委託地区と協力して
速やかな除雪作業を行った。

久美浜町 2日     16日     

町　名

網野町 1日     16日     

丹後町 0日     19日     

弥栄町 7日     

府委

610,464千円

94,809千円

465,240千円

48,997千円

207千円

1,211千円

成
果
・
課
題

○除雪計画に基づいた除雪作業を行い、市民生活の安全・安心に資するこ
とができた。
○除雪委託業者の確保に努め、除雪作業が更に向上するよう取り組む必要
がある。

社会資本整備総合交付金（2/3） 48,362千円

5,596千円

府委 歩道除雪作業委託金 2,651千円

項 02 道路橋梁費

610,464千円 613,183千円

18日     

大宮町 10日     13日     

除雪全域出動 除雪一部出動

峰山町

高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

事
業

01

基本計画 13

目 02

予
算
科
目

建設部

除雪対策事業
253,183千円

主
な
財
源

国補

2,719千円

99.5 %

除雪対策費 (参考)当初予算額

府委

丹後縦貫林道除雪作業委託金

府道除雪作業委託金 69,537千円

管理課課

部
款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額 執行率



除雪機械の新規配備及び老朽化の著しい除雪機械の更新を行った。

○自治会貸与除雪機械

・乗用型3t級：1台（久美浜町尉ヶ畑区）

・歩行型：1台（久美浜町奥三谷区）

○業者貸付除雪機械

・乗用型5t級：1台（峰山町地域）

・乗用型14t級：1台（大宮町地域）

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

02 除雪機械等整備事業

項 02 道路橋梁費

目 02 除雪対策費

事
業 市債

主
な
財
源

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

目
　
的

　大型除雪機械や地区へ貸与する小型除雪機械を購入し、除雪体制
を整える。

28,900千円

執行率
部 建設部

除雪機械等整備事業債（過疎対策債）

課
0千円

100.0 %

(参考)当初予算額
管理課

28,916千円 28,916千円

42,500千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

3,674千円

3,124千円

550千円

7,312千円

17,930千円

25,242千円

成
果
・
課
題

　除雪計画に基づいた除雪作業を行うため、除雪機械の新規配備や老朽化
した機械を更新することで、除雪作業の効率化につながった。



○急傾斜地崩壊対策事業負担金 ○緊急自然災害防止対策事業負担金

・丹後町平地区（平成27年度～令和3年度：完了） ・丹後町平地区（平成27年度～令和3年度：完了）

事 業 費 ：4,900千円 事 業 費 ：24,500千円

事業内容：法面工 事業内容：法面工

市負担金：245千円（4,900千円×5％） 市負担金：4,900千円（24,500千円×20％）

・網野町小浜地区（平成28年度～令和3年度：完了） ・網野町桃山地区（令和3年度～令和4年度）

事 業 費 ：17,000千円 事 業 費 ：79,000千円

事業内容：法面工 事業内容：事前調査、法面工

市負担金：1,700千円（17,000千円×10％） 市負担金：7,900千円（79,000千円×10％）

・大宮町谷内地区（令和元年度～令和8年度）

事 業 費 ：3,700千円

事業内容：用地測量、土質調査

市負担金：370千円（3,700千円×10％）

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

急傾斜地崩壊対策事業

主
な
財
源

市債 急傾斜地崩壊対策事業債（合併特例債）

執行率
部 建設部

項 03 河川費

15,115千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

目
　
的

　急傾斜地の崩壊を未然に防止し、安全・安心を確保するため、京
都府が実施する急傾斜地崩壊対策事業費用の一部を負担する。

目 01 河川総務費 (参考)当初予算額

事
業

01

課

12,800千円

管理課

2,100千円

市債 急傾斜地崩壊対策事業債（緊急自然災害防止対策事業債）

16,500千円

15,115千円 0千円

100.0 %

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

2,315千円 12,800千円

成
果
・
課
題

○急傾斜地崩壊対策事業を実施することにより、災害等による急傾斜の崩
壊を未然に防ぐことができた。
○京都府が策定した優先度評価による中長期整備計画に基づき、計画的に
事業を実施していく必要がある。

245千円

1,700千円

370千円

4,900千円

7,900千円



【所管：管理課】 【所管：土木課】

○河川維持修繕（護岸・河床等修繕） ○河川維持工事（10か所）

大糸川（峰山町丹波） L=56m 浚渫工

大糸川（峰山町赤坂） L=184m 浚渫工

中川（峰山町矢田） L=12m 護岸工

天谷川（大宮町下常吉） L=103m 浚渫工

○河川環境整備委託料（府管理河川） 掛津川（網野町遊） L=17m 護岸工

委託先：自治区、作業単価：25円/㎡ （単位：団体、千円） 是安川（丹後町是安） L=212m 浚渫工

入山川（弥栄町吉沢） L=434m 浚渫工

奈具川（弥栄町船木） L=180m 浚渫工

女布川（久美浜町女布） L=483m 浚渫工

河内川（久美浜町河内） L=60m 護岸工

○市管理河川草刈委託料

委託先：自治区等、作業単価：25円/㎡ （単位：団体、千円）

○湯川放水路樋門管理委託料（網野町木津地区）

市債

款

事
業

目

項

19,800千円

河川維持補修事業
51,941千円

93,975千円 7千円

187千円

99.9 %

97,581千円

(参考)当初予算額

3,424千円

6,959千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

目
　
的

　河川の除草を行うことにより、環境及び景観を保全し、通水断面
の確保するとともに、通水等に支障が生じている河川施設の維持修
繕を行い、浸水被害、事故等の発生を未然に防止する。

予
算
科
目

金額 5,281 3,848

大宮町

3,027千円

0

件数 1 3

51,941千円

町名 峰山町

785

河川環境整備委託金（10/10）

本年度決算額 最終予算額土木費08

93,982千円

建設部

府委

湯川放水路樋門管理委託金（10/10）

03 河川費

主
な
財
源

02 河川維持改良費

府委

河川浚渫事業債（緊急浚渫推進事業債）

管理課課

不用額 執行率
部

01

金額 394 154

網野町 丹後町

5 1 2

50

委託先 6 2

3 3

峰山町 大宮町

13

3,027

163 97 461 1,319

合計

4 20

1,673 8,134

網野町 丹後町

10,032 22,973 51,941

1,319千円

○河川に繁茂する雑草の除去や、傷んだ護岸の修繕及び堆積土砂の浚渫を
行うことにより、河川環境の保全及び浸水被害、災害等の未然防止に資す
ることができた。
○河川の状況を把握するために、定期的なパトロールを今後も継続して実
施する。

成
果
・
課
題

久美浜町

47 114

久美浜町 合計

8,419千円

37,500千円

3,551千円

921千円

2,760千円

2,377千円

5,162千円

1,445千円

2,482千円

久美浜町 合計

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

0 3

町名 峰山町 大宮町

町名

金額 185 721

委託先 19

弥栄町

623 713

11 13 11 13

弥栄町

網野町

188千円

丹後町 弥栄町



○河川改修負担金

【継続】

（大宮町周枳）鶴川 函渠工

■令和4年度への繰越事業

（大宮町周枳）鶴川 令和5年3月完成予定

実質的な予算執行率 100.0%

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

3,200千円

3,200千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 3,200千円

21,800千円

成
果
・
課
題

　河川施設の改修工事を実施することにより、浸水被害、災害等の発生の
未然防止に向け進捗を図ることができた。

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実
主
な
財
源

市債 河川整備事業債（合併特例債） 3,000千円

目
　
的

　京都府による歩道設置工事と合わせて、通水等に支障が生じてい
る河川施設の改修工事を行い、浸水被害、災害等の発生を未然に防
止する。

事
業

02 河川改修事業
25,000千円

目 02 河川維持改良費 (参考)当初予算額
課 土木課

項 03 河川費

3,200千円 25,000千円 21,800千円

12.8 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○河川改修負担金

【継続】

（大宮町周枳）鶴川 函渠工

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

15,000千円

15,000千円

成
果
・
課
題

　河川施設の改修工事を実施することにより、浸水被害、災害等の発生の
未然防止に向け進捗を図ることができた。

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実
主
な
財
源

市債 河川整備事業債（合併特例債） 14,200千円

目
　
的

　京都府による歩道設置工事と合わせて、通水等に支障が生じてい
る河川施設の改修工事を行い、浸水被害、災害等の発生を未然に防
止する。

事
業

02 河川改修事業（繰越）
15,000千円

目 02 河川維持改良費 (参考)繰越予算額
課 土木課

項 03 河川費

15,000千円 15,000千円 0千円

100.0 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○都市計画審議会委員報酬等

・委員：定数20人　現在14人（うち報酬支払対象者12人）

・開催：1回

・協議内容：都市計画下水道の変更（峰山・大宮処理区、網野処理区）

○都市計画関連団体会費（3団体）

○その他事務経費

・職員旅費、書籍代、有料道路通行料など

・久美浜一区街なみ整備施設管理費（公園水道代、街路灯保険料）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

都市計画業務を推進する上で必要な事務を実施した。

78千円

53千円

123千円

成
果
・
課
題

　都市計画マスタープランに基づき、土地利用計画及び都市基盤整備を進
めた。

基本計画 12 快適な都市空間の形成
主
な
財
源

府補 土地利用規制対策費交付金 57千円

目
　
的

　都市計画マスタープランを推進し、都市計画審議会の運営及び都
市計画に係る事務を円滑に進める。

事
業

50 都市計画総務一般経費
564千円

目 01 都市計画総務費 (参考)当初予算額
課

都市計画
・建築住宅課

項 04 都市計画費

254千円 272千円 18千円

93.3 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○網野都市下水路維持管理経費

・堆積土除去業務

○雨水ポンプ施設維持管理経費 ・小栓川用地賃借料

・電気、水道代

・修繕料 ○風呂川維持工事

・監視装置電話回線、メール配信 ・護岸工事 L=10.2ｍ

・その他（保険料、ゴミ処理代、消耗品費） ・浚渫工事 L=173ｍ

○雨水ポンプ場点検・管理業務

・機械設備等点検委託

・自家用電気工作物保安管理委託

○雨水ポンプ場日常管理経費

・会計年度任用職員任用経費（１人×週３回）

5,629千円

1,236千円 2,129千円

914千円

成
果
・
課
題

　雨水ポンプ施設等の修繕工事等を実施し、安定稼動を確保した。また、
風呂川の維持工事等により都市下水路の保全に努めた。

4,155千円

3,135千円

1,020千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　網野都市下水路ポンプ施設等の点検及び修繕を実施するとともに、風呂川の
護岸維持工事等を実施した。 2,834千円

2,824千円

7,688千円 10千円

484千円 945千円

339千円 1,184千円

基本計画 12 快適な都市空間の形成
主
な
財
源

使用料 都市下水路占用料 140千円

目
　
的

　災害に強いまちづくりを推進するため、都市下水路施設の維持管
理を行い、住宅等への浸水被害を防止する。

事
業

01 都市下水路等維持管理事業
20,101千円

目 02 下水道費 (参考)当初予算額
課

都市計画
・建築住宅課

項 04 都市計画費

17,720千円 18,018千円 298千円

98.3 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○小栓川排水区整備事業

・小栓川雨水幹線建物調査（5棟）

・小栓川雨水幹線整備工事（管渠整備）

・松原雨水幹線整備工事（管渠整備）

○事務費

旅費、消耗品費、燃料費、有料道路通行料

■令和4年度への繰越事業

・小栓川排水区雨水幹線整備工事等 令和5年3月完成予定

・松原雨水幹線整備工事等 令和4年12月完成予定 27,830千円

72,516千円

44,686千円

成
果
・
課
題

　網野町地内の小栓川排水区において、浸水被害軽減に向けて雨水幹線整
備を進めることができた。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

22,132千円

2,310千円

2,652千円

17,170千円

485千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 22,649千円

実質的な予算執行率 99.9%

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 市債 都市下水路整備事業債（合併特例債） 10,600千円
主
な
財
源

国補 浸水対策下水道事業費補助金（5/10） 10,940千円

目
　
的

　浸水対策下水道事業費補助金を活用し、公共下水道浸水対策事業
を実施することにより、内水による浸水被害の発生を未然に防止す
る。

事
業

02 内水処理対策事業
63,517千円

目 02 下水道費 (参考)当初予算額
課 土木課

項 04 都市計画費

22,617千円 95,165千円 72,548千円

23.7 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○小栓川排水区整備事業

・小栓川雨水幹線建物調査等（4棟）

・小栓川雨水幹線整備工事（管渠整備）

・松原雨水幹線建物調査等（3棟）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

91,949千円

3,737千円

86,727千円

1,485千円

成
果
・
課
題

　網野町地内の小栓川排水区において、浸水被害軽減に向けて雨水幹線整
備を進めることができた。

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 市債 都市下水路整備事業債（合併特例債） 44,700千円
主
な
財
源

国補 浸水対策下水道事業費補助金（5/10） 44,346千円

目
　
的

　浸水対策下水道事業費補助金を活用し、公共下水道浸水対策事業
を実施することにより、内水による浸水被害の発生を未然に防止す
る。

事
業

02 内水処理対策事業（繰越）
92,691千円

目 02 下水道費 (参考)繰越予算額
課 土木課

項 04 都市計画費

91,949千円 92,691千円 742千円

99.1 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○峰山途中ケ丘公園・峰山総合公園維持管理経費

【所管：生涯学習課】

・指定管理委託料

○八丁浜シーサイドパーク維持管理経費 ・指定管理者休業協力金

【所管：都市計画・建築住宅課】 期間：令和3年4月25日～令和3年5月31日

・指定管理委託料 　　　令和3年8月27日～令和3年9月17日

・その他（保険料） ・修繕料（峰山途中ケ丘公園街渠修繕工事）

・工事請負費（京丹後夢球場内野グラウンド整備工事）

・その他（建築確認手数料、保険料）

（参考）都市公園利用状況 【所管：都市計画・建築住宅課】

・用地賃借料（借上面積：1,995㎡）

峰山途中ケ丘公園 14,748人 八丁浜シーサイドパーク 23,615人

峰山総合公園 21,048人 八丁浜有料駐車場 6,442台

成
果
・
課
題

○都市公園の維持管理を適正に実施し、利用者の安全で安心な利用に資す
ることができた。
○峰山途中ケ丘公園街渠修繕工事、京丹後夢球場内野グラウンド整備工事
を実施し、利用者の安全性や利便性を確保した。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

104千円

15,610千円 50千円

施設名 利用数 施設名 利用数 202千円

　指定管理による適切な施設管理や利用者サービスの提供を行った。また、施
設の整備並びに修繕工事を実施し、利用者の安全性・利便性を確保した。

50,106千円

42,500千円

15,654千円 154千円

44千円 879千円

6,221千円

150千円

基本計画 12 快適な都市空間の形成 諸収入 地方公共団体ｽﾎﾟｰﾂ活動助成金 604千円
主
な
財
源

使用料 都市公園占用料 76千円

目
　
的

　都市公園を適正に維持管理し、市民が快適で安全・安心に利用で
きるようにする。

市債 過疎地域自立促進特別事業債（過疎対策債） 49,000千円

事
業

01 都市公園等維持整備事業
65,753千円

目 03 都市公園費 (参考)当初予算額
課

都市計画
・建築住宅課

項 04 都市計画費

65,760千円 65,766千円 6千円

99.9 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○空家等対策協議会委員報酬、費用弁償

○相続財産管理人制度活用による流通促進事業（1件） ○特定空家除却工事実施設計業務委託

・予納金

・手続に係る経費（官報掲載料等） ○危険空家緊急安全措置（網野町網野地内）

　老朽化し危険な状態となった空家について、緊急安全措置を実施。

○空家等基礎調査経費（著作物使用料） 　（実施内容：剥落する可能性のある外装材の撤去及びブルーシート養生）

○老朽危険空家等除却費補助金（4件）

○その他事務経費等

・職員旅費、有料道路通行料、切手代

・緊急安全措置用品・事務用品等購入費

4千円 1,222千円

22千円

41千円

成
果
・
課
題

○特定空家及び危険空家等の除却、所有者不明空家の流通を促進した。
○計画及び条例に基づき、空家等の管理促進、活用促進、特定空家等の対
処を実施し、引き続き増加の抑制を図っていく。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　事前指導等や除却費補助により、老朽危険空家の除却や所有者不明空家の流
通を促進した。 54千円

604千円 2,079千円

52千円

800千円

63千円

600千円

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成 諸収入 相続財産管理人予納金返還金 600千円
主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（1/2） 400千円

目
　
的

　空家等対策計画に基づく施策を推進し、市民の安全・安心の確
保、生活環境の保全及び空家等の活用促進を図る。

事
業

02 空家等対策事業
2,470千円

目 01 住宅管理費 (参考)当初予算額
課

都市計画
・建築住宅課

項 05 住宅費

4,874千円 5,106千円 232千円

95.4 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



棟数：3棟（入居：3棟）

○修繕料

・修繕内容：給湯器及び内装修繕

○火災保険料・浄化槽検査手数料

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

丹後定住促進住宅の適切な維持管理に努めた。

280千円

34千円

成
果
・
課
題

○住宅の維持修繕を行い、住宅の保全管理を図り、入居者へ良好な住宅環
境を提供することができた。
○当該住宅は、建築後20年以上経過しており、定期的な修繕を行いながら
施設の適正な維持管理を図る必要がある。

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成
主
な
財
源

使用料 市営住宅使用料現年度分 15千円

目
　
的

　丹後町定住促進住宅久僧団地の適切な維持管理を図り、丹後町宇
川地域の定住を促進する。

事
業

03 久僧定住促進住宅維持管理事業
335千円

目 01 住宅管理費 (参考)当初予算額
課

都市計画
・建築住宅課

項 05 住宅費

314千円 335千円 21千円

93.7 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○木造住宅耐震診断委託料

昭和56年以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅の耐震性を判定する。

診断料55千円（市52千円、申請者3千円）

○木造住宅耐震改修補助金（簡易改修）

昭和56年以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅で、

耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満のものが対象。

部分的改修に要した費用の4分の3の額（上限400千円）

○需用費（消耗品費）

目
　
的

　昭和56年以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅の耐震診断・耐
震改修等を推進し、地震による建物等の倒壊から住民の生命・財産
を守るとともに減災を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　国の「建築物の耐震化緊急対策方針」を受け、昭和56年以前の木造住宅の耐
震診断や耐震改修に係る費用の助成を行った。

52千円 × 9件 468千円

○耐震診断士派遣や耐震改修工事により、市民の安全・安心な住まい整備
とともに安全確保が図られた。
○耐震改修等について、制度周知を進め、引き続き旧耐震基準で建てられ
た木造住宅の耐震化を促進していく必要がある。

400千円 × 5件 2,000千円

16千円

成
果
・
課
題

基本計画

課

14 安全でうるおいのある住環境の形成 府補 建築物耐震改修等事業費補助金（1/4）

6,322千円

主
な
財
源

国補 建築物耐震改修等事業費補助金（1/2） 1,234千円

617千円

執行率
部 建設部

項 05 住宅費

2,484千円 2,510千円 26千円

98.9 %

目 01 住宅管理費 (参考)当初予算額 都市計画
・建築住宅課

事
業

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

04 住宅･建築物耐震改修等事業



○新たなワークライフスタイル等住宅改修事業補助金

・補助対象事業費計：32,537千円

・交付件数：25件

・補助内容：テレワーク等間取りの改修、ウッドデッキ、通風式玄関扉、

　　　　　　コンセント増設、トイレ浴室改修等

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

2,416千円

補助対象工事 交付件数

在宅勤務又はオンライン授業への対応を目的とする工事 3件

ステイホームにおける健康増進等を図ることを目的とする工事
または住宅における感染防止を目的とする工事

22件

成
果
・
課
題

　住宅におけるテレワークなどの新しい働き方及び新しい生活様式に対応
するための取り組みに対して支援を行うことにより、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止に寄与することができた。

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成
主
な
財
源

国補 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金 2,000千円

目
　
的

　住宅におけるテレワークなどの新しい働き方と新しい生活様式を
推進するために、住宅改修工事に係る経費の一部を支援する。

事
業

05 新たなﾜｰｸ･ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ等住宅改修事業
10,000千円

目 01 住宅管理費 (参考)当初予算額
課

都市計画
・建築住宅課

項 05 住宅費

2,416千円 2,416千円 0千円

100.0 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○公営住宅事務経費

・職員旅費、公営住宅書籍代、有料道路通行料、消耗品

○市営住宅入居者選考委員会の開催（1回）

・委員報酬 4千円×7人×1回

・費用弁償

※委員数8人（報酬支払い対象7人）

○各種システム保守委託

・公営住宅総合管理システム保守委託料

○建築事業事務経費

・建築積算ソフトウェア借上料

・単価データ使用料

・建築関係書籍

・技術研修負担金

58千円

7千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

市営住宅の家賃算定や入居、退去等に係る事務を実施した。

121千円

成
果
・
課
題

　市営住宅空家入居募集を3回行うとともに特定公共賃貸住宅４戸を含む市
営住宅270戸の入居管理と運営を行うことができた。

4千円

149千円

61千円

32千円

28千円

553千円

367千円

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成
主
な
財
源

使用料 市営住宅使用料現年度分 760千円

目
　
的

　住宅困窮者への住宅提供のため、市営住宅の入居募集及び既入居
者の適切な管理事務を行う。

事
業

50 住宅一般経費
1,096千円

目 01 住宅管理費 (参考)当初予算額
課

都市計画
・建築住宅課

項 05 住宅費

795千円 1,096千円 301千円

72.5 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○工事請負費

・成願寺南団地外壁改修工事

○修繕、環境整備 ・市営住宅火災警報器更新工事（3団地　226基）

・退去及び維持修繕（113件）

・草刈、雑木伐採等 ○その他事務経費

・消耗品費、保険料ほか

○清掃保守点検

・住宅清掃、浄化槽検査、消防設備点検、貯水槽清掃点検、害虫駆除

○土地借上料（市営住宅7団地）

・用地借上面積：11,026.39㎡

○委託料

・芋野団地改修工事設計業務

1,185千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　市営住宅371戸（特定公共賃貸住宅4戸を含む）の住居や共用施設に係る
維持管理を行った。 6,960千円

5,865千円

9,123千円 1,095千円

2,829千円

成
果
・
課
題

○公営住宅ストック総合活用計画に基づき、芋野団地改修工事設計業務に
着手し、住宅の改善等を推進した。
○成願寺南団地外壁工事及び、市営住宅火災警報器更新工事を実施し、良
好な住宅提供及び安全・安心な住環境の推進を図ることができた。

1,003千円

254千円

2,796千円

7,938千円

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成 国補 社会資本整備総合交付金（1/2） 2,600千円
主
な
財
源

使用料 市営住宅使用料現年度分 11,007千円

目
　
的

　公営住宅と特定公共賃貸住宅を適正に維持管理し、良好な住宅の
提供により生活の安定と社会福祉の増進を図る。

諸収入 市有建物損害共済金 336千円

市債 市営住宅改修事業債（公営住宅建設事業債） 1,400千円

事
業

01 市営住宅維持管理事業
27,183千円

目 02 市営住宅費 (参考)当初予算額
課

都市計画
・建築住宅課

項 05 住宅費

22,965千円 23,093千円 128千円

99.4 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額



○維持管理費

消耗品費、光熱水費、修繕料、火災保険料

○アメニティー久美浜公園管理委託料 ■令和4年度への繰越事業

草刈業務、芝生管理、トイレ清掃 公衆トイレ外壁修繕 令和4年5月完成

（面積内訳）

京都府 10,575.29㎡

京丹後市 17,579.10㎡

建設部

191千円

92.3 %

(参考)当初予算額
管理課

1,552千円

08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

ｱﾒﾆﾃｨｰ久美浜管理事業

主
な
財
源

府委

次世代への美しい自然環境の継承

2,292千円 2,483千円

基本計画 05

2,500千円

予
算
科
目

款

ｱﾒﾆﾃｨｰ久美浜管理委託金

部

課

執行率

項 06 港湾費

目 01 港湾総務費

事
業

01

　アメニティー久美浜公園の適正な管理により、市民や観光客へ憩いの場
を提供できた。

目
　
的

　アメニティー久美浜公園を適正に管理し、市民及び観光客へ憩い
の場を提供する。

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 2,352千円

実質的な予算執行率 97.4%

131千円

1,985千円

※アメニティー久美浜（全体面積：28,154.39㎡）

　　京都府と京丹後市が整備した施設を一体的に管理しているものであり、
　京都府施設の管理に係る経費については、京都府から委託金を受ける。

成
果
・
課
題

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

307千円



○海岸清掃用具購入

○久美浜港湾清掃業務委託料

・実施地区：湊宮、葛野、長柄、浦明、神崎、西本町、十楽

※港湾隣接地区へ委託し実施

○十楽埋立地管理委託料（草刈作業）

○協会負担金

・全国海岸協会負担金

・京都府海岸協会負担金

・日本港湾協会負担金

建設部

管理課

1,233千円

01 港湾総務費

執行率
部

98.9 %

(参考)当初予算額

1,444千円

予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額 不用額

50 港湾総務一般経費

項 06 港湾費

1,446千円 1,461千円 15千円目

事
業 府補 海岸漂着物地域対策推進事業補助金（10/10）

課

成
果
・
課
題

○京都府から受託した久美浜港湾内の清掃業務において、港湾に隣接して
いる自治会等へ再委託し、港湾の環境保全を図ることができた。
○豪雨時等に河川から港湾に流れ込む大量の漂着ごみ等の堆積に対して
も、引き続き、緊急対応ができるよう京都府に要望していく。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

7千円

1,233千円

106千円

30千円

20千円

50千円

100千円

主
な
財
源

基本計画 05 次世代への美しい自然環境の継承

目
　
的

　久美浜港湾の漂着ゴミ等の清掃業務を行い、港湾環境及び景観を
保全する。



○公共土木施設災害復旧事業費

【所管：土木課/管理課/農林水産部農林整備課】

（金額単位：千円）

■令和4年度への繰越事業

【所管：土木課】

・補助災害11か所、単独災害5か所  令和4年12月完成予定

・職員手当等（時間外勤務手当）

【所管：農林整備課】

・市道生野内仲田線（網野町国営農地郷2団地沈砂地）

令和4年12月完成予定

○事務費等（時間外勤務手当、消耗品費） 977千円

29,961

成
果
・
課
題

　豪雨により被災した公共土木施設を復旧に着手することにより、施設の
機能回復を図ることができた。

18,564 53 17,567 61

13,112

36,131

河川 13 19,029 29 10,932 42

河川 4 11,933 2 1,179 6

1,939 5 16,159

河川 9 7,096 0 0

462 6 4,806

9 7,096

河川 27 9,753

15,166 50 15,166 48,590千円

27 9,753 258千円
修繕料

道路 50

箇所数 金額
区分

補助災害復旧事業 単独災害復旧事業 合計 91,290千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

66,092千円
参考

繰越明許費を除いた最終予算額 67,182千円

箇所数 金額 箇所数 金額

測量設計
委託料等

道路 5 4,344 1

工事請負費
道路 3 14,220 2

42,442千円

合計
道路 8

実質的な予算執行率 99.8%

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 市債 公共土木施設災害復旧事業債 22,200千円
主
な
財
源

国負 公共土木施設災害復旧事業費負担金（66.7/100） 17,334千円

目
　
的

　豪雨により被災した公共土木施設（道路・河川）を早期に復旧す
ることにより、道路の安全な通行の確保と河川の機能回復を図る。

市債 国営農地内道路復旧事業債（緊急自然災害防止対策事業債） 800千円

事
業

01 公共土木施設災害復旧事業
0千円

目 01 公共土木施設災害復旧費 (参考)当初予算額
課 土木課

項 02 公共土木施設災害復旧費

67,069千円 158,472千円 91,403千円

42.3 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額



○工事請負費（補助災害復旧事業）

　（河川）大谷川ほか2か所

○工事請負費（単独災害復旧事業）

　（河川）芦原川

○職員手当等（時間外勤務手当）

成
果
・
課
題

　豪雨により被災した公共土木施設を復旧することにより、施設の機能回
復を図ることができた。

9千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

7,228千円

2,664千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 市債 公共土木施設災害復旧事業債 4,700千円
主
な
財
源

国負 公共土木施設災害復旧事業費負担金（66.7/100） 4,651千円

目
　
的

　令和2年度の豪雨により被災した公共土木施設（河川）を早期に
復旧することにより、河川の機能回復を図る。

事
業

01 公共土木施設災害復旧事業（繰越）
11,977千円

目 01 公共土木施設災害復旧費 (参考)繰越予算額
課 土木課

項 02 公共土木施設災害復旧費

9,901千円 11,977千円 2,076千円

82.6 %

不用額 執行率
部 建設部

予
算
科
目

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額



【海岸清掃及び海岸漂着物の市外処理の実施】 ＜海岸漂着物発生抑制事業＞

○海岸漂着物処理手数料 【海岸ごみ拾いイベント「拾ってつなぐ丹後の海」の実施】

・海岸漂着物処理量 t

○環境保全負担金（廃棄物受入先） ○スクールバス運行管理委託料

○海岸漂着物回収処理委託料（地元区・地元団体） ○消耗品費

・府管理海岸 【「みんなの問題・海のごみ」写真パネル展の実施】

・市管理海岸 ※市役所ホール（11/15～11/19）

・注射器回収 ○イベント資材送料

　※期間：2/28～3/31、回収本数：8,106本 ○イベント資材借上料

＜補助事業実施海岸＞ 【「考えよう、ふるさとの海のこと」の実施】

※2/26、琴引浜鳴き砂文化館、7人参加

○子ども体験活動講師謝金

○消耗品費

上向下向海岸、尾和海岸、岩田海岸、此代海岸 府

地域 海岸名 管理 担当課

久美浜
箱石湊宮葛野海岸 府

観光振興課

基本計画 05 次世代への美しい自然環境の継承

目
　
的

　海岸における良好な景観及び環境の保全を図るため、地区等に委
託して海岸漂着物等の回収・処理を行う。あわせて、市民に対し海
ごみ問題に関する認識を促し、ごみ排出の当事者として、海岸漂着
物発生抑制への行動に移す契機とする。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

管理課

蒲井東海岸 市

網野
浜詰海岸、浅茂川海岸、小浜海岸 府

琴引浜（遊・掛津） 市

丹後

後ヶ浜海岸、上野平海岸、久僧海岸

1,589千円

262.18

6,430千円

5,451千円

13,470千円

府

砂方漁港海岸、竹野海岸、中浜海岸、袖志海岸 市

予
算
科
目

款 04 衛生費 本年度決算額 最終予算額 不用額

主
な
財
源

府補

市民環境部
項 01 保健衛生費

31,772千円 32,365千円 593千円

98.1 %

目 07 環境衛生費 (参考)当初予算額
課

執行率
部

生活環境課
事
業

08 海岸漂着物対策推進事業【再掲】
30,671千円

169千円

※市内中学校1・2年生（峰山、大宮、網野、丹後、久美浜）410人対象

132千円

37千円

17,528千円

7千円

237千円

海岸漂着物地域対策推進事業補助金（8/10・10/10） 27,919千円

成
果
・
課
題

○市内17海岸で海岸清掃を行い、景観保護と環境保全を行うことができ
た。
○海岸ごみ拾いイベント等啓発事業の実施及び啓発教材の作成・活用によ
り、海ごみ問題の現状や課題、ごみ排出当事者としての自覚と抑制の意識
転換を促す機会を提供できた。
○事業継続と財源確保に向けて、引き続き、国及び府に対して支援を求め
ていく必要がある。

5千円

2千円

361千円

20千円

341千円


